


令和７年度春期　災害対策専門研修

アドバンスト／防災監・危機管理監コース 主担当：主任研究員 山﨑　真梨子

6月10日(火) 6月11日(水)

 14:45～15:00  15分　　自己紹介タイム

17:30～17:45 　レポートタイム

 ※内容や時間帯については変更の可能性があります。

13:00～14:30  90分
災害対応特論
　臼田　裕一郎
　　防災科学技術研究所　総合防災情報センター　センター長
・自治体災害対応における情報処理技術の可能性と課題に
　ついて、近年の事例・動向を踏まえて理解する

13:15～16:00 165分　(途中休憩あり)
災害対応検討ワークショップ
　高見　　隆
　　人と防災未来センター 副センター長(総括担当)
　山﨑　真梨子
　　人と防災未来センター　主任研究員
・演習を通じて目標管理型災害対応の考え方を身につける。

15:00～17:30  150分(途中休憩を含む)
行政対応特論①
　齋藤　富雄
　　関西国際大学名誉教授、兵庫県立大学客員教授
　　　（元兵庫県防災監）
・県における大規模災害時の対応事例を知り、災害発生後の
　対応や課題と首長に助言すべき内容を学ぶ。講義は討論形式
　で行う。

16:05～16:20 　レポートタイム
16:20～16:40 　閉講式

　　(9:30～受付）  9:30～10:45  75分
行政対応特論②  ～応急期に被災地支援に入った際の経験より～
 　柴野　将行
   　　大阪府吹田市総務部危機管理室　参事
・市町村における災害対応事例から課題や教訓を学ぶ。

10:00～10:15  開講式
10:15～10:30 オリエンテーション
　人と防災未来センター　研究員　山﨑　真梨子

10:30～12:00  90分
 災害時のメディア対応～災害報道を知る～
　山﨑　登
    人と防災未来センター　上級研究員
　　 （国士舘大学　名誉教授）
・災害時のメディア対応を円滑に進めるために、災害報道の
  成り立ちや目的を理解し、メディアやその他の手段を活用
  して被災者と自治体業務を好転させる情報の受発信方法を
  学ぶ。

11:00～12:15  75分
危機対応組織論
河田　惠昭
　　人と防災未来センター　センター長
・危機対応をする上で首長を補佐する職にある人が必要とする
　能力について理解する。

休　　　憩



令和７年度秋期　災害対策専門研修　カリキュラム マネジメントコース：エキスパートＡ 主担当：研究員　南　貴久

10月7日(火) 10月8日(水) 10月9日(木) 10月10日(金)
オリエンテーション オリエンテーション オリエンテーション

災害対応概論（復旧期・復興期） 健康医療支援活動 災害対応各論（防災と福祉の連携）

澤田　雅浩
兵庫県立大学大学院　減災復興政策研究科 准教授

・復旧・復興期の対応について、過去の実践事例などを
紹介しながら、初動期、応急期の対応との関係、復旧・
復興プロセスへ与える影響などについて学ぶ

災害対応各論（支援物資物流のポイント） 災害対応各論（災害関連死） 危機対応各論（行政と自衛隊との連携）

中林　啓修
人と防災未来センター リサーチフェロー
(日本大学危機管理学部　准教授)

・行政と自衛隊の連携について理解を深める

昼休憩 昼休憩 昼休憩 昼休憩

災害過程総論 危機対応時の組織論（戦略的な広報について） 災害対応概論（初動期・応急期） 気候変動による豪雨災害への備え

中北　英一
人と防災未来センター　上級研究員
（京都大学　総長特別補佐　名誉教授
　日本気象協会　常勤顧問）

・気候変動の影響が出だしている中、今後豪雨や水災
害がどうシビアになるか、それに対して治水行政はどう
適応してゆくべきかを学ぶ。

危機対応時の組織論（情報システム） 災害対応ワークショップ 災害関連法体系 全体振りかえりワーク

災害対応各論（広域連携） 災害対応各論（能登半島地震での対応）

時間＼日付

9時25分

09時
30分
～

10時
45分

1
限

(9:30～10:30 センター展示見学:希望者のみ）

10:00～10:30　受付
10:40～11:00　開講式

11:00～11:30　講話
　　　　　　　河田　惠昭
　　　　　　　人と防災未来センター長

11:30～12:15　オリエンテーション
　　　　　　　南　貴久
　　　　　　　人と防災未来センター研究員

高鳥毛　敏雄
人と防災未来センター上級研究員
（関西大学社会安全学部　社会安全研究科　特別契約
教授）

・災害発生時、救命救急を含む地域医療、地域保健、地
域ケアなどの諸活動が被災地で展開されるが、その現
状と課題について学ぶ

松川　杏寧
人と防災未来センターリサーチフェロー
（兵庫県立大学大学院 減災復興政策研究科　准教授）

・災害時における要配慮者の被害を減らすため、防災と
福祉の関係者が連携した形で当事者に関わることの重
要性を先進的な取り組みを交えながら学ぶ。

宇田川　真之
人と防災未来センター　リサーチフェロー
（国立研究開発法人　防災科学技術研究所　災害過程研究部
門　客員研究員
内閣府政策統括官（防災担当）付参事官（政策調整担当）付参
事官補佐（併）政策統括官（防災担当）付参事官（防災デジタ
ル・物資支援担当）付）
・過去の災害において避難所へ必要な物資が円滑に届かない
事態が繰り返されてきた理由と、そのような事態を防ぐためのポ
イントについて学ぶ

奥村　与志弘
人と防災未来センター　リサーチフェロー
（関西大学社会安全学部　教授）

・災害関連死は死亡原因が多岐に及ぶことに加え，同じ
死亡原因でも死亡に至る経緯は持病や介護の有無，生
活環境などによって複雑である．本講義では，災害関連
死の特徴に加え，事前対策と事後対応のポイントを学
ぶ．

13時
15分
～

14時
30分

3
限

高見　隆
人と防災未来センター 副センター長(総括担当)

・災害発生後の３つのフェーズ（初動期、応急期、復旧
期）を理解し、各フェーズに必要な見通しを持った災害対
応業務について学ぶ

11時
00分
～

12時
15分

2
限

木戸　崇之
人と防災未来センター リサーチフェロー
（株式会社エー・ビー・シー リブラ ビジネス開発部長）

・災害時の情報提供方法、報道機関対応の課題を学ぶ

古越　武彦
人と防災未来センター リサーチフェロー
（元 長野県 危機管理部 危機管理防災課 火山防災幹）

・実災害をケーススタディとして、初動期・応急期におけ
る目標管理型の災害対応の重要性や、関係機関との連
携、受援体制構築の必要性を学ぶ

14時
45分
～

16時
00分

4
限

佐藤　翔輔
東北大学災害科学国際研究所　准教授

・災害発生前後の情報の収集・整理と共有化の重要性
を理解し、情報システムの活用方策を学ぶ

池端　祐一朗
人と防災未来センター 主任研究員

・演習を通じて目標管理型災害対応の考え方を身につ
ける

山崎 栄一
関西大学社会安全学部教授
・災害関連法制の全体像を概観し、災害対策基本法の
構造を
　知る。

南　貴久
人と防災未来センター 研究員

・災害対応に関わるワークショップを行い、研修で得た知
識を実践に活かす方法を考える

阪本　真由美
人と防災未来センター リサーチフェロー
（兵庫県立大学大学院 減災復興政策研究科 教授）

・災害時の被災自治体の対応において、広域連携のあ
り方について理解を深める

岸江　竜彦
人と防災未来センター　リサーチフェロー
(三重県防災対策部災害即応・連携課 課長補佐兼班長)

・能登半島地震において、総括支援県として輪島市に
入った三重県の取り組みから得られた知見について学
ぶ

～17時
45分

レポートタイム レポートタイム レポートタイム

16時
15分
～

17時
30分

5
限

16:05～16:25　レポートタイム
16:25～16:45　閉講式




